
全体総括

43.70

①経常収支比率
　令和5年度も100％以上で、黒字を維持した。令和4
年度の料金改定の影響等で数値も向上した。
②累積欠損金比率
　累積欠損金は生じていない。
③流動比率
　流動比率は100%を超えている。数値も向上してい
るものの、令和5年度から翌年度への繰越事業があっ
た影響で現金預金が増加した面もある。
④企業債残高対給水収益比率
　企業債残高の減少や水道基本料金半額減免の結
果、数値は小さくなった。経営戦略に基づく計画的
な老朽施設の更新で、企業債借入額増が見込まれ
る。
⑤料金回収率
　水道基本料金の半額減免の実施により、給水収益
が少なくなったことで料金回収率も前年度比△4.6%
となった。一般会計からの繰入で賄っている部分も
大きく低い水準である。
⑥給水原価
　類似団体に比べ高い水準で推移している。有収水
量の減少に加え、修繕費や委託料増の影響がある。
⑦施設利用率
　類似団体と比較し高い水準になっている。効率的
な運用が図られている。
⑧有収率
　類似団体より高い水準ではあるが、依然として厳
しい状況にある。有収率向上に向け、先進技術であ
る人工衛星とAIを活用した漏水調査を実施した。

2. 老朽化の状況について

①有形固定資産減価償却率
　前年度同様、類似団体より高い水準になってい
る。引き続き、経営戦略に基づき計画的な更新を
進める必要がある。
②管路経年化率
　第1期拡張事業で布設した水道管が耐用年数を迎
えてきたことにより、数値が大きく上昇した。増
加する更新需要に対し、計画的に更新を進める必
要がある。
③管路更新率
　前年度とほぼ同水準で、類似団体より高い水準
となった。管の更新需要が増加する中で、引き続
き経営戦略に基づき計画的に更新を進めていく必
要がある。

2. 老朽化の状況

給水区域面積(km2) 給水人口密度(人/km2) － 類似団体平均値（平均値）

前年度に引き続き、経営規模に対して施設の維持
管理費用や老朽施設の更新費用が多くなってい
る。減収分は一般会計からの繰入で補てんする形
で、水道基本料金の半額減免を実施したことによ
り給水収益が減少した。一般会計からの繰入も継
続している状況である。物価高騰に加え、修繕料
や委託料の増など費用が増加する中で、より一層
計画的な運営が求められる。また、有収率の向上
は町の重要課題と認識し、今後も有効な調査方法
等を活用しながら有収率の向上を目指すととも
に、漏水可能性が高い老朽管の更新を行う必要が
ある。

229.86 【】 令和5年度全国平均

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

- 79.29 96.84 4,147 10,045

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人)

10,414 55.90 186.30 ■ 当該団体値（当該値）法適用 水道事業 末端給水事業 A7 非設置

経営比較分析表（令和5年度決算）
埼玉県　ときがわ町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km2) 人口密度(人/km2) グラフ凡例
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当該値 51.33 52.10 51.33 52.40 53.55

平均値 49.12 49.39 50.75 51.72 52.27
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平均値 16.76 18.57 21.14 22.12 25.67

①経常収支比率(％)
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当該値 327.56 326.64 338.26 278.28 264.33

平均値 439.05 465.85 439.43 438.41 430.23
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60.00

80.00

100.00

120.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 74.24 76.25 74.73 82.20 77.60

平均値 95.26 92.39 94.41 90.96 90.66
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79.00
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81.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 75.29 75.23 79.52 80.07 80.03

平均値 80.51 79.44 79.49 78.80 77.98

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【108.24】 【1.50】 【243.36】 【265.93】

【89.42】【59.81】【177.56】【97.82】

【52.02】 【25.37】 【0.62】



経営比較分析表（令和5年度決算）
埼玉県　ときがわ町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

55.90 186.30 ■ 当該団体値（当該値）法非適用 下水道事業 特定地域生活排水処理 K2 非設置

普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円)

10,414

処理区域内人口(人) 処理区域面積(km
2
) 処理区域内人口密度(人/km

2
) －

2. 老朽化の状況について

類似団体平均値（平均値）

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　収益的収支比率は、微増・微減を繰り返す状況
であり、総収益が増加したため１００％を上回っ
た。これは、前年度と比較して、システム改修に
伴う他会計繰入金の増による総収益の増及びR5年
度打切決算に伴う総費用の減に伴う収支差引の増
によるものである。
　企業債残高対事業規模比率は単年度での変動は
あるが経年的には減少傾向を示している。類似団
体平均値と比較し大きくなっているのは、ときが
わ町が市町村整備型の浄化槽事業を他に先駆けて
実施してきたことによるものと思われる。
　経費回収率は１００％を下回っているが、類似
団体平均値を上回っている。適正な使用料水準の
検討や経費の節減に努めることが必要である。
　汚水処理原価は類似団体平均値を下回ってい
る。
　人件費、元金・利子償還等その他の経費につい
ては一般会計繰入金によるところが大きい。

資金不足比率(％)

- 該当数値なし 36.60 100.00 2,618

自己資本構成比率(％)

3,796 55.90 67.91 【】 令和5年度全国平均

該当なし。

2. 老朽化の状況

全体総括

　使用料収入だけでは、経費を賄なうことはでき
ないため、一般会計からの繰入に頼らざるを得な
い状態である。しかしながら、公共浄化槽事業と
しては、河川の水質向上のために町からの投資も
必要であり、やむを得ないものであったと考えら
れる。
　R6年度から公営企業会計の適用となり、経営へ
の見方が大きく変わり、財政状況をより正確に判
断できるようになった。今後は、公共浄化槽の申
請対象を見直し、企業債借入による元金・利子償
還を抑制し、修繕費に係る国庫補助金等の財源の
確保を検討する等、一般会計からの繰入を減ら
し、経営改善を図る。

※　法適用企業と類似団体区分が同じため、収益的収支比率の類似団体平均等を表示していません。
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①収益的収支比率(％)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【349.83】

【85.31】【54.61】【307.86】【53.65】

【-】

該当数値なし 該当数値なし

該当数値なし 該当数値なし


